
Fossils
The Palaeontological Society of Japan化石　106，1‒2，2019

－ 1 －
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束柱類は，デスモスチルス科とパレオパラドキシア科
の2科からなる，漸新世から中新世の北太平洋に生息し
ていた海生哺乳類である．その生体復元画は，様々な古
生物普及本でも扱われているが，産出した実際の骨格に
基づいていないと思われるものも存在する．しかし古脊
椎動物の生体復元は，本来，産出した骨格に筋を復元し
た後，皮膚を復元することが最も望ましい．
足寄動物化石博物館にはロシア連邦サハリン州から産

出したデスモスチルス科のDesmostylus（AMP-C 0001，
北海道大学博物館所蔵のUHR 18466のレプリカ；長尾, 
1935）と，米国カリフォルニア州から産出したパレオパ
ラドキシア科のNeoparadoxia（AMP-C 0003，University 
of California Museum of Paleontology所蔵のUCMP 81302
のレプリカ；Barnes, 2013）の交連骨格が展示されている．
これらの交連骨格（図1）の3Dデジタルモデルを制作し
た後，筋と皮膚を復元し，束柱類の生体復元を行った．
以下にその手順を示す：①デジタルカメラでそれぞれの
交連骨格を様々な方向から満遍なく200枚程度の画像を
撮影，②フォトグラメトリーソフト（Agisoft PhotoScan 

standard edition）で3Dデジタルモデルの生成（図2a, b），
③3D CGソフト（Pixologic ZBrush 4R7）で，水中姿勢
への組み替え（図2c, d），④主要な骨格筋の復元（図2e, 
f），⑤生体の復元（図2 g, h）．
近年のフォトグラメトリーソフトウェアや使いやすい
3D CGソフトウェアの登場によって，より正確な生体復
元を行うことが更に容易になった．
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図1．生体復元に用いた束柱類の交連骨格．a，Desmostylus（UHR 18466のレプリカ）；b，Neoparadoxia（UCMP 81302のレプリカ）．
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図2．束柱類の生体復元の過程．a, c, e, g，Desmostylus；b, d, f, h，Neoparadoxia．a, b，フォトグラメトリーで得られた3Dデジタルモデル；
c, d，水中姿勢に組み替えた骨格．プロポーションはそのままに，Desmostylusは歪んでいない頭部を造形し直し，Neoparadoxiaは全身の骨
を分離して造形し直している；e, f，筋復元；g, h，生体復元．


